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平成 22 年度 SGST 総会・第 2 回定期研究会 議事録 
 
日時 ：平成 22 年 6 月 18 日(金) 16：00～17：30 
場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス 多目的室  
出席者：永田，奥村，海老澤（名工大），北根（名大），木下（岐阜大），小塩，渡辺（名城大），

鈴木（愛工大），川西（豊田高専），村瀬，中野（愛知県），野田，山田健，酒井（中日本HW.E），
中本（中部復建），林（協和C），原田（創建），佐藤（中日本Ｃ），鷲見（八千代C），杉山（杉山

設計事務所），藤澤（新三重），片山（JIP），山田（サクラダ），土橋（横河），小枝（川田），神頭，

吉嶺（日車），織田，加藤，森田，松村（瀧上） 
31 名(敬称略)   

1． 定期研究会（16:00～17:30）（織田幹事長） 

講演者：日鉄トピーブリッジ株式会社 

 技術本部 技術企画部長 高田 賢一（たかだ けんいち） 氏 

 営業本部 橋梁商品部長 藤川 敬人（ふじかわ のりひと） 氏 
講演項目：「羽田空港D滑走路－世界初の鋼製ジャケットによる桟橋式空港」 

※土木学会CPDプログラム認定番号 JSCE10-0145 
 
講演内容 
講演「羽田空港D滑走路－世界初の鋼製ジャケットによる桟橋式空港」： 
羽田空港D滑走路の鋼製ジャケット式桟橋構造ならびに鋼構造の防食法の２テーマについてご

講演頂いた。 
鋼製ジャケット式桟橋構造は、多摩川の流れを阻害しない広い杭間隔（30m）に対応可能な構

造、巨大な航空機荷重への対応、供用中の空港に隣接した急速加工、大量製作、100 年間の長期

耐久性と維持管理性という顧客のニーズを満たす提案をすることで採用に至った。これらを踏ま

えた工場製作から現場施工までの技術をご紹介頂いた。 
また，鋼構造の防食法については、羽田空港の腐食環境を分析しチタンカバープレートを用い

た上部構造の防食ならびに飛沫滞上部のステンレス鋼ライニング工法、海中部ジャケット鋼管杭

の電気防食工法を採用した技術をご紹介頂いた。 
本発表については参加者の関心も高く、活発な質疑応答が行われた。 

以上// 
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講演題目：「羽田空港 D滑走路－世界初の鋼製ジャケットによる桟橋式空港」 

     ※土木学会 CPD プログラム認定番号 JSCE10-0145 

 
講演者：日鉄トピーブリッジ株式会社 

 技術本部 技術企画部長 高田 賢一（たかだ けんいち） 氏 

 営業本部 橋梁商品部長 藤川 敬人（ふじかわ のりひと） 氏 

 
会場：愛知工業大学 本山キャンパス（愛知県名古屋市） 
講演日時：平成 22 年 6 月 18 日（金） 16:00～17:30  
 
講演要旨： 

桟橋式空港で鋼製ジャケットを適用した空港は世界で初めてである． 
このプロジェクトは鋼製ジャケット約２６万トンを含めて約５０万トンの鋼材を使用した大プ

ロジェクトであり，耐震設計，疲労耐久性，防食システム，などに新しい技術的な取組をした． 
本講演では，これらを踏まえた羽田空港 D 滑走路の設計・施工について紹介する． 
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